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〔 短 報 〕

静岡市のタヌキ，アナグマおよびハクピシンから得られたマダニ類

高田歩1)

Ticks on Raccoon-dogs， Eurasian Badgers， masked palm Civets 
in Shizuoka City 

Ayumi T AKADA 1) 

Abs廿act

This report is research results of ticks on captured raccoon-dogs， Eurasian badgers and masked palm 

civets in Shizuoka City in 2014. This time， masked palm civets had none ticks. But， raccoon-dogs had 

Haem叩 hysalisjlava叩 dH. longicomis. and Eurasian badgers had Ambか'ommates抑dinari附 n，H.問。va叩 d

H.longico押 .is.Interes白19ly，6 ticks had dentsl formula 4/4 out of 16 ticks (adult female H. longicom四').This 

case is not well known about wild ticks in Japan. 

はじめに

マダニ(マダニ科Ixodidae)は，幼虫，若虫お

よび成虫(オス，メス)のすべての発育期におい

て陸棲の脊椎動物に取り付き，吸血する.日本に

は6属 42種のマダニが生息している(藤田・高田，

z∞7 ; Nakao and 1to， 2014). しかし，それぞれが

どの地域に分布し，各発育期においてどのような宿

主に寄生するかについては，未だ不明な部分が多い.

今後，マダニが寄生する宿主の情報を蓄積していく

ことは，近年問題視されている重症熱性血小板減少

症候群，日本紅斑熱，ライム病などのマダニ媒介性

感染症の感染環解明において必要である.このこと

は静岡県においても例外ではない.

静岡県内で，これまでにマダニの寄生が報告

されている宿主は，シントウトガリネズミ So間 x

shinto，イヌ C加 isfamiliaris，イエネコ FeUs印刷，

ウシ Bostaurus，カモシカ Capricomiscrispus，ア

カハラ Turduschη'sola凶，ヤマガラ Parusvarius， 

コジュワン E間berizayessoensisおよびオオジュリ

ンE.schoeniclusの9種である (Kitaoka，1970; 

北岡ほか， 1975; Miy副noωetal. 1993 ;巣岡ほ

か， 19号5; Miyamoto et al.， 2000 ; Shimada et al.， 

2003a ; Shimada et al.， 2003b ; 1watsni et al.， 2014 ; 

高田・佐々木， 2015).そこで，静岡県におけるマ

ダニの宿主情報を蓄積する目的で， 2014年に静岡

市で有害鳥獣として捕獲されたタヌキめIC館開師同

proの'onoides，アナグマ Melesmelesおよびハクピ

シン Pagumalorvataのマダニを調査した.その結

果，多数のマダニが得られたので報告する.また，

採取されたフタトゲチマダニ蜂成虫から，園内では

報告例の少ない，口下片前例U4/4の通常とは異なる

個体が複数見つかったため，併せて報告する.なお，

歯列が4/4のフタトゲチマダニの呼び方として，通
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調査した動物
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常とは異なるという意味で，以下では仮に「変異型」

と呼ぶこととする.

したところ，タヌキとアナグマからマダニが得られ，

静岡県における初めての報告となった.ハクピシン

からはマダニが得られなかった.

タヌキでは， 5頭すべてにキチマダニH制叩郎叫s

角閣とフタトゲチマダニH 伽苫icomisが同時寄生し

ていた(表2)，このほか，不明なメス成虫が2個体

見られたが，同定形質の 1つである日下片が欠損して

いたためチマダニ属までの同定にとどめた.

これまで日本において，タヌキから得られた

報告のあるマダニは，タカサゴキララマダニ

A"治か'OmTI回 testudinanum，キチマダニ，タカサ

ゴチマダニ H.formosensis，フタトゲチマダニ，タ

ネガタマダニ Ixodesnipponensis，ヤマトマダニE

avatus，シュルツェマダニ I.persulcatus，タヌキマ

ダニ l.tanukiなどである (Saito，1959;高田・山

口， 1974;山口・北岡， 1980;藤田ほか， 1981; 

Takahashi and Sekine， 1982;高岡・藤岡， 1983; 

内川・佐藤， 1983;藤本ほか， 1986;高田， 1990; 

熊沢・谷地森， 2005; Yamauchi et al.， 2013). こ

れらの報告を見る限り，宿主の捕獲時期や捕獲地に

よっては，静岡県でも今回得られた2種以外のマダ

ニがタヌキから採取される可能性がある.

2014年に静岡市内において，有害鳥獣としてタ

ヌキ，アナグマ，ハクピシンが捕獲された.その後，

マダニの脱走を防ぐため，それぞれ個別に袋に入れ

一度冷凍した.解凍後，宿主動物の全身を目視で精

査し，マダニを採取した.採取したマダニは 70%

エタノールで国定した.マダニの同定は Y田na邸Iti

et aL (1971)，山口・北岡(1980)，高田 (1990)， 

藤田・高田 (2007)，山内・高田 (2015)に従った.

なお，マダニの写真は OLYMPUS実体顕微鏡SZH

にNikonデジタルカメラ COOLPIX995を取り付け

て撮影した.

同定後のマダニ標本は，静岡県静岡市駿河区大谷

5762ふじのくに地球環境史ミュージアムに寄贈す

る予定である.

材料と方法

1.宿主について

タヌキ5頭，アナグマ 1頭およびハクピシン4頭に

おいてマダニを調査した(表1).タヌキは静岡市清

水区の興津本町，庵原および山原の3地域で捕獲され，

オスが4顕，メスがI雇露であった.アナグマは静岡市

清水区庵原で捕獲されたオスであった.ハタピシンは

静岡市清水区の宮加三，村松および葵区の大岩町で捕

獲され，オスが2頭，メスが2顕であった.

結果と考察

2.得られたマダニ

タヌキ，アナグマおよびハクピシンの体表を精査

チマダニ属のl種

F 

ヌタトゲチマダー

L N F 
6 

6 

得られたマダニ (L: :幼虫， N::苦虫.M:オス成虫.F:メス成虫)

タカサゴキララマダニ キチマダー

L L N M F 
1 6 4 
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静岡市のタヌキ，アナグマ，ハクピシンから得られたマダニ類

アナグマでは，タカサゴキララマダニ，キチマダ

ニおよびフタトゲチマダニが同時寄生していた(表

2).これまで日本において，アナグマから得られ

た報告のあるマダニは，タカサゴキララマダニ，キ

チマダニ，フタトゲチマダニ，タネガタマダニ，ヤ

マトマダニ，シュルツェマダニ，タヌキマダニな

どである(山口・北岡， 1980;藤田ほか， 1981; 

Takahashi and Sekine， 1982;高田・藤田， 1983; 

藤本ほか， 1986; Yamauchi et al.， 2013). アナグ

マにおいても，今回得られた 3種以外のマダニが今

後採取される可能性がある.

3. フタトゲチマダニに見られる口下片歯列の変異

フタトゲチマダニメス成虫の形態的特徴は，体色

が茶褐色であること;触肢第3節背面の後縁に小椋

をもつこと;触肢第2節と第3節の連結部外縁がく

びれること;第 l脚基節赫に 1本の細長い臓を持つ

こと;口下片歯列が5/5であることなどとされてい

る (Yamagutiet al.， 1971 ;山口・北岡， 1980;高田，

1990 ;藤田・高田， 2007;山内・高田， 2015). し

かし， Hoogstraal et al. (1968)やYamagutiet al. 

(1971) はフタトゲチマダニの歯列が4/4となる変

異個体がまれに存在することを記載している.

今回得られたフタトゲチマダニのメス成虫 16個

体中 6個体が変異型であった.これら変異型は， No. 

2のタヌキに 2個体， No.3のタヌキに 2個体， No. 

4のタヌキに 1個体，アナグマに 1個体見られた.

図1と図 2は通常の個体と変異型の顎体部腹面の拡

大写真である.変異型の口下片歯列は通常に比べ，

歯の一つ一つがやや大きく見える.また，今回得た

フタトゲチマダニの成虫にはメスしか見られなかっ

た点から，これらは単為生殖系の可能性があるが，

染色体数など確認していないため，断定できない.

Hoogstraal et al. (1968) によると，ほとんどの

単為生殖系フタトゲチマダニのメス成虫が歯列 5/5

の個体であり，変異型は 1%以下であると記載し

ている.また，斎藤 (1975)の講演要旨では，両性

生殖系のオス成虫と異なる地域の単為生殖系メスと

の交配実験の中で，変異型が高率に出現したことを

記載している.藤崎ほか(1993)の講演要旨によると，

累代飼育している岡山系統のフタトゲチマダニでは

222個体中 99.55%が歯列 5/5であるが， 0.45%が

歯列 4/4であったことが報告されている.さらに，

同要旨では 1991年に福岡県で捕獲されたノウサギ

明明
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図2 変異型のフタトゲチマダニのメス

のフタトゲチマダニに，変異型が2割程度見られた

という貴重な事例が報告されている.

以上の知見を概観しても，依然としてフタトゲチ

マダニのメス成虫に変異型が発生する原因について

は不明で、ある.しかし今回，静岡市で捕獲されたタ

ヌキとアナグマからフタトゲチマダニの変異型が高

率に見られたことは，非常に貴重な事例といえる.

まとめ

2014年，静岡県静岡市で有害鳥獣として捕獲さ

れたタヌキ 5頭，アナグマ 1頭，ハクピシン 4頭に

おいて体表のマダニ(マダニ科 Ixodidae) を調査

した.その結果，タヌキとアナグマからマダニが得

られ，静岡県における初の報告となった.

タヌキ 5頭から，キチマダニの幼・若・オス成虫・

メス成虫が合計92個体，フタトゲチマダニの幼・若・

メス成虫が合計74個体得られた.アナグマからは，

円

iヮ“



高田歩

タカサゴキララマダニの若虫が1個体，キチマダニ

の幼・若・オス成虫・メス成虫が43個体，フタト

ゲチマダニの幼・若・メス成虫がお個体得られた.

今回得られたフタトゲチマダニのメス成虫 16個

体のうち，6個体は口下片歯列が4/4の変異型であっ

た.これら変異型が野生動物から得られたことは，

園内において非常に貴重な事例といえる.
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